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旨要の回h-e-内文論
デジタル装置内のパルス信号伝送媒体として用いられるマイクロストリップ線路のパル本論文は、
ス伝送特性について述べたもので全体を 6 章にわけで構成している。
第 1 章ではパルス伝送媒体としてのマイクロストリップ線路の応用上の問題点について広く概観し、
本論文の地位を明確にしている。
マイクロストリップ線路は LC および RLC 線路と見なされ、第比較的遅い信号を取り扱う場合、
2 章ではこの線路モデルを用いてマイクロストリッフ。線路のパルス伝送特性を解析し、パルス信号お
よび伝送系の構成を決定するための設計資料を実用的寸法のマイクロストリップ線路について求めて
さらに、線路間の漏話について解析し、遅延記憶素子として用いられる折返しのあるマイクロいる。
ストリップ線路で伝送されるパルスが漏話パルスによって歪を受けることを検討している。
近年取り扱うパルスが高速化し、パルスのもつ広い占有スペクトラムが線路の表皮効果が著しい領
域にまで伸びてきた。第 3 章ではこの事実に着目し、パルス伝送媒体としてのマイクロストリップ線
路の表皮効果の解析を線路を低周波近似しておこなっている。
C素子で表わされるL 、この結果、表皮効果を考慮した線路の等価回路は周波数に依存しない R 、
また、表皮効果の影響は線路の減衰定数に現われることを明らかにし、線路の等価回路定数、こと、
二次定数等の線路設計に必要なパラメータを線路の実用的なす法について資料として求めている。
第 2 章、第 3 章で得られた結果をもとにして、第 4 章では二乗余弦パルスを用いてマイクロストリ
また、信号伝送速度を決定するために必要ップ線路のパルス伝送特性におよぼす影響を明らかにし、
な定常符号系列の符号間干渉を高速フーリェ変換を用いて能率よく求める方法を提案している。
第 5 章では、マイクロストリップ線路の記憶素子としての応用について検討するため、電磁遅延線
PCM端局用分周器、パルスパターン発生器の 3 つを考え、超高速論理回路と組み合わせ
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記憶装置、
て 250Mbits / sec程度の信号の処理が可能であることを示している。
第 6 章では、第 5 章までに述べたマイクロストリップ線路のパルス伝送特性とその応用について総
括し、残された問題を指摘して結論としている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、デジタル装置内のパルス信号伝送媒体として用いられるマイクロストリップ線路のパル
ス伝送特性について述べたものであり、研究成果を要約すると次のようになる。
( 1 ) マイクロストリップ線路の線路モデルを LC線路およびRLC線路として、そのパルス伝送特
性および線路間の漏話の解析をする際に必要な一次定数、二次定数を実用的な寸法のマイクロストリ
ップ線路について算出し、設計資料として与えている。
( 2 ) 伝送されるパルスが高速化し、パルス主要帯域が表皮効果の著しい領域にまで伸びてくるとそ
の影響を無視できなくなってくる。本論文は系を低周波近似して微分方程式を解き、表皮効果を考慮
したマイクロストリップ線路の等価回路は周波数に依存しない R 、 L 、 C 素子で表わされ、表皮効果
の影響はおもに線路の減衰定数に現われることを明らかにしている。また、線路の等価回路定数、二
次定数等の線路設計に必要なパラメータを実用的寸法のマイクロストリップ線路について設計資料と
して与えている。
( 3 ) 二乗余弦パルスを用いてマイクロストリップ線路のパルス伝送特性を解析し RLC線路モデル
によるパルス波形歪と比較して、表皮効果がパルス波形歪におよぼす影響を明らかにしている。また、
信号伝送速度を決定する際に必要な定常符号系列の符号間干渉を高速フーリェ変換を用いて能率よく
求める新しい方法を提案している。
( 4 ) マイクロストリップ線路の記憶素子としての応用分野についても検討し、 PCM端局用分周器、
パルスパターン発生器、電磁遅延線記憶装置等に利用できることを示している。
以上のように本論文は高速パルス媒体としてのマイクロストリッフ。線路について、その基礎的な問
題、表皮効果を考慮に入れたパルス伝送特性およびその応用分野に関しかなりの研究成果をあげてお
り、電子工学に寄与するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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